僕 は、 哲学と 芸術の 分岐点に 衝突して 自由 を 欠いた 

頭 を 持て あました。 息苦しく 悩ましく、 砂漠に 道 を 

失った まま、 ただ ぼんやりと 空 を 眺めて いるより 他に 

始末の ない 姿 を 保ち 続けて いた。 

いつの 頃から か 僕 は、 自己 を 三 個の 個性に 分けて、 

それらの 人物 を 架空 世界で 活動させる 術 を 覚えて、 幾 

いちず 

分の 息抜き を 持った。 で、 なく、 あの 迷妄 を 一途に 持 

ち 続けて いたら あの 遣 場の ない 情熱の ために、 この 身 

は 風船の ように 破裂した に 相違 あるまい。 

僕の 三 個の 個性と いうの はこう だ。 

A は、 



もろもろ つるべ 

「諸々 の 力が 上昇し、 下降して、 黄金の 吊 籠 を 渡し 合 

うご 

のんき 

いわば、 その 流れの 呑気な 芸術家で ある。 だから A 

だ い ほうとう 

は、 その 言葉 を われわれに 残した あの 中 世紀の 大 放蕩 

あいしょう 

詩人の 作物 を 愛誦して、 いとしみ からと 思えば 憎し 

みで、 憎しみ からと 思えば いとしみ で、 あれから これ 

へ、 これから あれへ、 転がそう 転がそう、 この 樽 を、 

セント • ジォジ ゲイ ネスの 樽の ように —— とか、 兵士 

の 歌 だよ、 今日は 白 パン、 明日 は 黒 パン …… そんな 歌 

くちずさ か 

ばかり を 口吟みながら、 昆虫採集で 野原 を 駆け まわつ 

たり、 「マ— メ イド • タ バン」 の 一 隅で 詩作に 耽ったり、 



うき み やつ 

手製の 望遠鏡で 星 を 眺めたり、 浮気な 恋に 憂身 を窶し 

たりして いるので あった。 

B ま、 

なんじ 

「その 父. 母. 妻 • 子 • 兄弟、 そして 汝 自身の 命 を も 

憎まざる 者 はわが 弟子た る 能わず ご 

しもべ 

—— の 聖人の 忠実な 下僕であった。 そして 彼 は、 「マ 

ルシア ス 河の 悲歌」 の 作者 ユウ リビ デス を 退けた スト 

ァ 学徒の 血を享 けて、 悲劇 を嗤 い、 ひたすら 神と 力 を 

じゅんぽう す 

遵奉した。 論理的 技巧 を棄 てて 理性の 統一 から 最も 

明瞭なる 健全な 生活 を 求めなければ ならな か つ た。 

C は、 ピザの 斜塔の 頂きに 引き籠って、 大小 数々 の 



金属製の 球 を 地上に 落下して、 「落下の 法則」 を 発見し 

た あの 科学者の 弟子で ある。 C は、 いつも 悲しそう な 

顔ば かりして いた。 なぜなら 彼が いかほど 熱心に 多く 

の 球 を 投げ出して、 その 落下 状態 を 研究した ところで、 

決して あの 科学者の 発見に 依る 「落下の 法則」 以上の 

定理 を 見出し 得ない ばかりでなく、 ただ 徒らに 落し 

た 球 を 拾って は 再び 塔の 上に 昇り、 また 落し、 注視し、 

また 拾い —— を 繰り返す に 過ぎなかった から。 

ある 

或 日 この 三人が、 諸国 遍歴の 旅に 出かけよう という 

相談 をした。 どこへ 行った ところで どうせ これ 以上の 

こと はない という あきらめ を 持 つ ている 憂鬱な C は、 



厭々 であった が、 持物と いって は 金属性の 球 だけ をポ 

おしやべ リ きむ ず か 

ケット にして、 饒舌な A や 気難し 屋な B と 共々 打ち 

連れて、 先ず 都 を 指して 旅に のぼった。 いうまでもな 

くこの 三人の 者 は 常々 不和の 仲で、 途上で 出 遇っても 

碌々 挨拶 も 交した ことのない ほどの 間柄な ので ある。 



これ だけの 緖ロを 考えつく と 僕 は、 急に 愉快に なつ 

て 寝台から 飛び降りた。 僕の 頭 は 梅雨期 を 過ぎて 初夏 

の 陽が 輝いた かの ように 爽々 しくな つた。 

僕 は 名状し がたい 嬉し さに 雀躍り しながら、 壁 飾り 

に 掛けて ある アメリカ • イン デ アンの 鳥の 羽根の つ い 



た 冠り を 執り、 イン デ アン • ガウン を 羽織って (全く 

そんな ことで もしなければ 居られなかった、 一体 僕 は 

馬鹿で、 悲喜の 現れが 露骨で、 例えば この頃で も、 お 

そらく 生活に は 要がない にもかかわらず ややと もす る 

ご まれ 

と 幾何 や 代数の 解題 を 試みる ので あるが、 極く 稀に 自 

力で 問題が 解ける 場合に 出 遇う と、 狂喜の あま リ不思 

議な 音声 を 発したり する ので ある。 その 声が あまりに 

突 拍子 もな く 大きくて、 夜中な どで あると、 わが 家の 

おびた だ こうむ 

熟睡に ある 同人 連 は 夥 しい 迷惑 を 蒙り、 翌朝 それ 

がた めに 寝坊 を 余儀なく され、 そして 僕 は 朝飯が 待ち 

お もむ た 

切れずに 停車場の 待合室へ 赴 いて 汽車 売の 弁当 を 喰 



一り する。 …… で、 今 も、 思 

わず 歓呼の 声 を 挙げ かかった ので あつたが、 咄嗟の 間 

力ろ 力ん 

に それに 気づいて、 辛うじて ロを緘 したわけ である。 

が、 どうして、 幾日も 幾日もの 鬱屈の 床で、 光明に 

眼 醒めて じっとして いられよう！) 節 面白く イン デァ 

ン • ダンス を 試みずに は 居られなかった ので ある。 

僕 は、 これから 三人の 旅人が 不思議な 旅路 をた どり、 

様 々 な 出来事 に 出 遇う であろう こと を 空 想し 構想 し 得 

るの が この 上 もな く 愉快であった。 あまり 長い間 僕 は 

「無」 の 放浪に、 そして、 彼らの、 これ 以上 進みよう の 

ない 不和の 姿 を 切なく 見守り 続け 過ぎた。 僕 は、 「兵 



土の 歌」 の A を、 バン ヤンの 嶮路に 向けて 悪魔と 戦わ 

せて やろう か、 気難し 屋の B をラ • マン チアの 紳士と 

相対せ しめて 問答 させて やろう か、 ピザの 学生 をス 

ウイ フトの 飛行 島に 赴かせて、 ラガド 大学の 科学 室 を 

どぎ ち 

見学 させて 度胆を抜いて やろう か …… などと 思う だけ 

でも、 面白さに わが 身 を 忘れた。 

のろ み じ 

「呪われた 原始 哲学よ、 嗤 うべき 小 芸術よ、 惨めな 昨 

日までの 感情 の 国土よ！」 

僕 はこん な こと を 眩きながら、 ふと 気づく と 村の 

むち 

街道に 降り 立って いた。 僕 は、 鞭の ように 細長い 剣 を 

持って いた。 これ も 壁に "WASEDA" の ペナントの 



下に、 十字 を 切って 懸けて あった 練習 用の： Fencing 

Sword の 一 つであった。 これ は 伊達に 飾って あるの 

ではない、 僕 は 朝夕 これ を 執って、 わが 家の 同人の 誰 

たま 

でも を 相手に 剣術の 練習 をす る、 堪らなく 気が 滅入つ 

て 始末の つかぬ 時には、 これで 戦争 ごっこ をして 気分 

を晴 す、 武者修業 物語 を 読んで 亢奮す ると、 これ を 振 

り 廻して 作 中 人物に 想い を擬 する。 

月の 輝き渡った 白い 街道で ある。 丘の 中腹に ある わ 

が 家の 窓 を 振り返る と、 鳥が 脱け 出た 後の ように 窓の 

扉が 伸々 と 夢幻 的に 外に 向って 開いて いる。 

僕 は 剣 を 振り翳しながら 明るく 平坦な 街道 を 駆けて 



いた。 頭の 鳥の 羽根が、 バザバ ザと いう 音 をた てて 

莫迦に 心地好く 颯爽と して 風 を 切って いる。 

おれ 

「詩人 も 続け、 哲学者 も 物理学 生 も 俺に 続け —— 。 国 

境の 丘まで 見送ろう ご 

と 僕 は 叫んだ。 そして 僕 はこん な こと を 思った。 「お 

前た ち を 修業の 旅に 送って しまった 後の、 孤独の 俺 こ 

そ、 本来の 俺の 姿 だ。 今夜 限リ俺 はお 前た ちと も 縁が 

ない の だ ご 

「マ— メイ ド-タ バンの 酌 婦に は、 お前から 俺の 言 

葉 を 伝えて おいて くれ —— 玉虫 を 見つけたら 旅先から 

しるし 

届ける からに、 俺の 君に 寄す る 複雑な 愛の 徴 として 



詩人 は 僕の 別れの 言葉 を 上の空に 聞き流して、 例の、 

「これから あれへ、 あれから これへ！」 を 声高ら かに 

くだ 

歌いながら 意気 楊々 と 月明の 丘 を 降って 行った。 

「不安 は 事物に 対する われらの 臆 見が もたらす もので 

あって、 本来の 事物に 不安の 伴う もので はない。 愚人 

にの み 悲劇が 生ずる。 俺 は オデイ セィに 従って、 森 を 

抜け出た 野獣の 如くに、 専ら 俺 自体の 力 を 信じて 行 

こうご 

と B は、 万物流転 説 を 遵奉す る アテナイの 大言 家の 

こわいろ うな 

声色 を 唸りながら 未練 も 残さずに 出て 行 つ た。 不安 も 

悲劇 も 自信 も 僕に とって は 馬耳東風 だ。 あまり B の 様 



子ぶ つ た 態度が 滑稽 だ つたから、 

「馬鹿な 自信 を 持って かえ つて 不安の 淵に 足 を 踏み 入 

れ ぬよう に 用心した 方が 好いだ ろうよ。 この 弓 を やろ 

うじ やない か、 腹の 空いた 時の 用心に —— 」 

と、 注意し ようかと 思った が、 振り向き もしない ので 

やめた。 で 僕 は、 弓な りに した 剣の 間から、 敬う とも 

嗤 うと もっかぬ ウィンクス を 投げた だけだった。 

C は、 無言で、 ポケットの 中の 球 を 金貨の ように ジャ 

ラ ジャラ 鳴らしながら、 とぼとぼと 行き過ぎて 行 つ た。 

「さあ、 これで 俺 はいよ いよ 俺 ひとりの 天地に なった。 

—— ベ リイ、 ブライト！」 



かなた う 

僕 は、 薄明の 彼方に 消え失せる 彼らの 姿 を 見送って、 

丘の 頂きで 双手 を 挙げて 絶叫した。 

昼間 は 野 山 を 駆け 廻って 糧食 を 求め、 夜は炉 傍に 村 

人 を 集めて 爽快な 武者修業 談を 語ろう。 僕 は、 「思惟 

オリ— ブ やま あわ 

の 思惟」 に 依って 橄欖山 を 夢見る 哲学者 を 憐れみ、 ヂ 

ォヂゲ ネスの 樽 をお している 詩人 を 軽蔑し、 統一 のた 

めの 統一 に 無味 無色の 階段 を 昇り 降りし 続けて いる 物 

理学 生と 絶交して 快哉の 冠 を 振った。 そして 彼らの、 

どんな 憂目 を 見る であろう 旅の空 を 想う のが 痛快で 

あった。 

こんな 想いに 有頂天に なった 僕 は、 ホップ. ス テツ 



プで山 を 駆け 降り、 A の いわゆる マ ー メ イドの 前に 来 

力 力る と 

「あら、 マ キノさん だ わご 

さけ つぎおん な 

と 叫んで、 あの 酒 注 女が 駆け出して 来て 僕の 行 手 を 

塞いだ。 そして やや 暫 く 僕の 姿 を 不思議 そうに 眺め 

た 後に、 

「そんな 恰好で、 あたしの 眼 を ごまかして 通り過ぎよ 

うとした つて 駄目よ ご と 甘えながら 僕の 胸に 凭り か 

かった。 …… 「よう、 どうした のよ、 いつもの ように 

折角お 迎えに 出た あたし を、 抱き あげて 早く 店の 内へ 

ちょうだ い 

連れてって 頂戴よ ご 



もあった が、 舟 主との 間が 面白くな いので、 彼 は 大方 

この 展望台に 籠って、 天候の 次第に 依って 幾通り かの 

旗 を かかげたり、 魚群の 到来 を 村人に 知らす サイレン 

やる せ やく 

の スウィッチ を 握ったり して、 遣 瀬な く 腕を扼 してい 

た。 僕の C は、 実際に は 「落下の 法則」 を 実験して い 

たわけで はなく、 この 観測 室に 来る と七郎 丸の 仕事の 

手伝い をして いたので あるが、 例えば 望遠鏡で 見張り 

している 彼が、 

「来た ぞ、 合図 だ！」 

と 叫ぶ と、 僕 は サイレンの スウィッチ を 下す、 村人が 

わ めざ ま ま 

涌き 立つ、 海上に は 忽ち 目醒 しい 活劇が 捲き 起る。 



りで 動け なかつ たんだよ。 そして 俺 は 妙に 落着いた 口 

調で、 君に、 折角 支度 をして 来たのに 気の毒だった な 

—— なんてい つたが、 実は その 恰好の 君 を 見つける と 

俺 は 一層 嬉しくな つて、 何にもい えなくな つて、 言葉 

を 間違えて しまったんだ よご 

O る， R え 

「この 旗が 再び 海の 上に 飜 る ことにな つたの は 何年 

ぶりな の？」 

いっから ともなく そこの 壁に 掛っ ている 『七郎 丸』 

の 旗 誌 を 僕 は、 感慨 深く 見 あげながら 質問した。 僕た 

ち は、 その 旗に 関して は七郎 丸が 大酔 をした 時に、 たつ 

た 一遍 話材 にした 以外に は、 不断 はいい 合せた かの よ 



忘れて いない。 

「そうな つたら 俺た ち は 『七郎 丸』 を 共有して 大 奮闘 

をしょう なご 

「約束す る ご 

うなす 

と 僕 は 点頭いた。 「や あ、 俺 はとても 面白い、 ぺ ガウ サ 

スに 打ち またが つ て 雲を衝 いて 行く かの ような 気がす 

る ご 

僕たち は 「ひらひらと 打ち はためく 旗」 の 傍らに、 

(酔って いたから、 ほんとうに 部屋が 舟の ように 思わ 

れ た。) あたかも ギリシャ 彫刻に ある 『大言 家の 像』 の 

きつり つ 

ように 屹 立して、 両手 を 拡げて 海の 歌 をうた つた。 



「その 時が 来る まで 俺た ち は 結婚し まい ぜご 

ことごと 

「勿論 だ。 俺に は、 あらゆる 女と いう 女 は 悉 く 

怪物に 見えて ならない ところ だ。 俺 はパ— シ ウス (女 

怪 退治の 勇者) の 剣 を、 ジ ウスに 授かって …… 」 

だが、 この 誓言 は、 そ の 後 間もなく 互 い の 和議 を 持 つ 

リ ようかい 

て 諒解した。 II 二人が 学校 を 出て (七 郎丸は 水産 

講習 所) 間 もない 頃の、 印象の 鮮やかな 僕の 記憶で あ 

る。 何でも、 その 晚は、 二人とも 怖ろ しく 亢奮して、 

東の 空が 白む 頃お いまで、 

「帆 を 挙げろ！」 

「ォ— ラ \ 」 



「旗 をた てて …… 、 ラン ラ、 ラン ラン ラ！， - 

などと 声 を そろえて 狂い 廻った ので あつたが、 その 

時、 二人で、 

「朝の 掲旗 式！」 

で、 「七郎 丸」 の 旗 を 壁に 懸けた のが、 いまだに その 

まま そこに あ つたの だ。 

七郎丸 は、 それ以来 引 つづいて、 この 観測 台に 務め 

続けて 来たので ある。 何故か 僕たち は、 その 一度 だけ 

で、 まるで 痛い もの を 避ける が 如くに 旗に 関する 一 言 

ず つ の 会話 も 取り 交さな か つ た ので ある。 

一 言 弁明して 置く が、 僕の A は 飲酒家で あるが、 七 



郎 丸との 交渉 は 大方 僕の C のみで ある。 僕らが 大酔の 

あまり かかる 超 現実性 を 帯びた 亢奮 状態 を 露わした の 

お よ 

は、 その 凡そ 十 年 近き 以前の 一 夜 だけで、 今日まで 僕 

たちの 間で は 平 調 を 脱れ た 音声 すら 一 言 だって 交され 

た 験し もない ので ある。 七郎 丸の 涙な ど を 見た の は 僕 

にと つ て は、 さっきの 居酒屋の 騒ぎが 空前の 奇蹟に 違 

いなかった。 

「ねえ、 七郎 丸、 あれ はお そらく 十 年 も 前の ことにな 

るだろう な。 今晩は、 ひとつ 旗に 絡まる お前の 夢に つ 

いて …… 」 

つむ おもむ 

語らない か —— と 僕が、 静かに 目 を 瞑りながら 徐 



などと 譲り合いつつ、 酔いに 酔った 遠慮深い ァ メリ 

まと 

力 • イン デ アンと 美しい マイ ワイ を 纏った 大男と は、 

H*L こ し れんじし 

牡丹に 戯れる 連 獅子の 舞踊で でも あるかの ように 狭い 

部屋の 中 をグル ダルと 追い 廻った。 

(註 一。 スリップ スロ ップ。 II この 間投詞 は 僕が 若 

者 間に 流行 させて いるもので、 知らる る通リ 「汝 の感 

傷 癖を嗤 うよ ご という ほどの 意味で ある。) 

(註 二。 マイ ワイ。 —— これ は 豊漁の 時に 村 中の 人々 

に 配布され るド テラ 様の 上着で、 祝 着と 書いて マ イワ 

あさぎ じ 

ィと 振り仮名 すべきが 適当であろう。 多く は 浅黄 地に 

て 裾 回りに 色 とりどりの 図案に て 七福神の 踊りと か 



唐子 遊戯の 図な どが 染 出された 木綿の 長 襦袢の ような 

ものである。 祝 着と いうても 祝祭日に 着る わけで もな 

い。 村人 は 薄ら寒い 夕べの 散歩 時に も、 部屋着に も、 

四季の 別ちな く 自由に 着用して いる。 余談 だが、 僕 は 

アメリカ人 である 知合の 一 女性と 毎年 クリスマス • プ 

レゼ ントの 慣例 を 持って いるの だが、 去年の 時 は 所持 

金が 皆無で 当惑の 余り、 七郎 丸から 貰った 新しい 祝 着 

ものずき 

に、 貴女の 国に て は 近頃 物 数奇 者 間にて われらが 国の 

労働 着が ハツ ピィ • コ— トと やら 称 ばれて 用いられて 

いる 由 なれ ど、 これ こそ われらが 海辺の 村の 誠の ハツ 

ピィ . ガウン なれば、 試みに 着用して 茶 友達の 評 を 仰 



いで 見 給え！ などと 勿体 をつ けて 贈り、 絶大な 感謝 

を享 けた ことがある。) 

そんな 風に していい 争って いたが、 七 郎丸は 不意に 

手 を 離して じっと 息を殺し たかと 思う と、 片手の 平 を 

かざ 

耳の 傍らに 翳して、 

「聞え るだろう！」 

こ ささ や 

と 力 を 籠め て 囁 いた。 

くま さ 

外 は 隈なく 冴え渡った 月夜で ある。 で、 僕 は 和やか 

はる 力なた 

な 波の 合間に 耳 を 澄して 見る と、 遥かの 彼方から カチ 

しき のみ 

ン、 力 チンと 頻りに 響いて いる 鑿の 音が 伝って 来る。 

僕 は 吸い込まれる ように その 音の 方に 耳 を そば だてた。 



だいご 

おお ぢ ようちん 

焚火の 炎が、 月明の 真中に ともされた 大提燈 のよ 

うに 輝いて、 働いて いる 人た ちの 姿が、 提燈の 画に な つ 

て 見える。 

「惜しい 哉、 声が とどかな いなご 

「それ は 無理 だ ご 

「それが 一層 輝々 しい 眺めと なって、 見える じ やない 

ゝ I 

力！」 

僕 は、 仕事場の 壮麗な 遠望に 魂 を 奪われて 固唾をの 

つち 

んだ。 僕 は、 振り あげられた 槌が、 打ち 下され、 更に 

打 手の 頭上に 構えられた 時分に、 打 たれた 音が こっち 



の 耳に 響いて 来る ほどの 距離で あるに もめげ ず、 かが 

リの 火の 明るさ をす かして、 彼らの どんな 微細な 動作 

を も 見逃さぬ ように 努めた。 

月光の、 静寂な 大気の —— 無限大に 青白い ス クリ— 

ンの 中央に、 世に も 不思議な 巨大な ランプの 月の 傘の 

こうぼ. つ 

如く 八方に 放った 光芒が 澄明な 黄金の 輪 を 現出して、 

その 一 区劃の 中ば かりが 戦闘 準備の ように 花々 しい 活 

気を呈 している 面白い 光景に 僕 は 魅了され た。 

…… すると —— おそらく 僕が 余りに 凝 然と 眼を視 

張って 眼ば たき もしないで いるた めに 起る 視覚の 錯誤 

なの だが、 その 巨大な 提燈 は、 活躍 を 続けて いる 花々 



しい シルエット を はらんだ まま、 ス ー ッと音 もな く 滑 

走し、 宙に 浮んで、 小さく、 明るい 月に 変った。 それ 

でも そこに 立 働いて いる 人た ちの 姿 は 相 変らず はっき 

りと 見え、 丸 源の 太郎、 ニ郎、 三 郎の顔 かたち はおろ 

かどん な こと を 話して いるの か、 その 口の 動きで 想像 

も 出来る くらいに まざまざと 判別 出来る の だ。 

「月の あるう ちに 急いで 置かない と、 後 はかが り 火 だ 

け じ や 仕事が 出来なくなる からな ご 

「そうです とも、 お父さん、 七郎 丸の 仕事なら 私たち 

は 昼夜の 差別 も 知りません よご 

いろいろと 僕 は 彼らの 会話 を 想像して いると、 (ああ、 



僕 は 夢に 駆られ 出した の を 自ら 気づ かなかった の 

か！) 丸 源の 太郎、 ニ郎、 三郎 を、 眼ば たきをして 見 

直す と、 驚いた ことに は、 その 三人 は、 僕が、 「国境の 

丘」 まで 見送った ところの、 あの 三人で はない か —— 

I 彼ら は、 旅の 第一 夜 を あんな 処 であん な 風に 過して 

いるの か。 あの かがり 火 を 村里の 灯と でも 思って 慕い 

寄った ことなの だろう。 

くちずさ 

A は、 いまだに、 「あれから、 これへ」 を 口吟みな が 

つち も 

ら、 それでも 懸命に 槌を 振り あげてい る。 B は、 炎え 

まのお まず 

あがる 焰の 傍らで 時 外れに も 弁当 を 喰って いる。 C 

は、 うつむいて ばかりい るので 仔細な 顔 は 解らない が、 



物差 を 執って、 了 心に 木片の 寸法 を とっている 様子で 

ある。 

「第一 夜から して、 あの 勢いで は 頼もしく は あるが、 

ねぎら 

一 言 その 労 を 犒ぅ 言葉 だけで も 贈つ て やりたい もの 

だな ご 

僕 は 三人の 無銭旅行 者の ための 幸福 を 祈った。 しか 

し 僕 は 祈るべき 言葉 を 持たなかった から、 B の 恩師の 

言葉 を 引用して、 ひたすら 彼らの 旅路の まどかな るべ 

きを 希う のであった。 

「汝ら の 旅 は 全世界へ 向っての 遍歴で あり、 空間の あ 

ら ゆる 空所に おいて 営まれつつ ある 全 建造の 視察で あ 



て、 機械 は 与えられ たる 動力の 幾 倍 かの 仕事 能率 を 現 

たと い 

すわけ だった から、 仮令 酔漢であろう ともこの エレ 

たや Jo" 

ベ —タ —係り は 容易く 果 される わけ だ つ た。 

「おひと り？」 

「いいえ、 大勢 —— マメ イドさん も 一緒よ、 そこで 出 

遇った の ご 

のぞ 

そこで 僕 は、 七郎 丸に 代って 通話 口 を靦き 込んで 

うな 

唸った。 

「どんな 意味で あろうと も 僕ら に 反感 や 不快 を 抱 い て 

いる 者が あったら、 今夜 だけ は 失敬す る。」 

かぐら けいこ 

「お 神楽の 稽古の 邪魔に な つ て 9 …… 遠くから 皆な 見 



えた わよ ご 

「どうしょう か？」 

と 僕 は七郎 丸に 計った。 

「見られたら 見られた で、 決して 臆する ところ はない 

よ。 —— 降そう ご 

かぎ 

鍵 を 外す と、 ゆるやかな 音 をた てて エレべ ー タ —- 

ボックスが 静かに 降りて 行った。 

「御存知で しょうが、 ひとりず つで なければ いけ ませ 

ん よご 

「六 人 も、 で、 大変じゃありません か？」 

「御 遠慮なく —— 。 乗り込む 度に ベル をお して 下さい 



よご 

ベ ルが 鳴った。 

「ォ— ライ。 —— それつ！」 

と七郎 丸が 合図す ると、 二人 は、 至極 もの 慣れた 動作 

で、 

「へ ッヴ. ハウ！ 捲け 捲け！ へ ッヴ. ハウ. ハウ 

捲け 捲け」 と 掛声 勇ましく、 吊 籠 を 引き あげる ので 

あった。 

最初に 箱から 現れた の は、 登山 袋 を 背に して 片手に 

ねぎ 

醬 油ら しい ものの 瓶 や 葱の 束な ど を 携えて いる B だつ 

た。 (B • R • H などの 若者 は 僕の 妻と 弟の 友達で 其処 



の 僕の 村の 住居で 共和 生活 を 続けて いる 同人で ある。 

次々 の R • H • 妻、 そして 弟ら も 一 様に 重そう なリュ ヅ 

ク • サック を 背に していた こと を 先に 述べ て 置こう。) 

「今日は 荷車 を曳 いて 町へ 行き、 あなたの 本 を 大方 売 

却し ましたよ ご 

ひど 

「そいつ は 酷い。 あれら の 書物 は 僕の 生命に ついで I 

I」 

と 僕 は 赤くな つて 詰問しょう とすると、 次の ベルが 

なって、 再び 僕ら は ハンドル を 執らせられる と、 

れんこん ごぼう かか 

尺が、 蓮根 や 牛蒡 を 抱えて 現れ、 

「あなたの 時計 を 質屋に 預けて 弾丸 を 買って 来ました。 



当分 肉類の 心配はありません ご 

と 申し立てた。 R は 鉄砲の 名手で、 常々 僕ら を 鳥 を 

もって 養って いた。 

「ああ！」 

僕 は 悲鳴 を あげた。 「あの 時計が なくなったら 僕 は 

観測 台の 仕事が …… 」 

「僕 は ガソリン を 買って 来ました。 これで 当分の 間 町 

通いに ォ — „ ^バイが 使える ことにな りました。 どんな 

類いの あなたの 用事で も 一 時間 以内で 果せる でしよ 

うご 

びん 

と H が、 モビ ロイ ルの ブリキ 罎を 僕の 目の 先に 誇ら か 
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